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市民の行動目標と取組第３章

第3章 市民の行動目標と取組

１　市民の行動目標の設定

（１）取組の対象とするライフステージ
　全ての市民を対象としつつ、ライフステージに合わせた取組を進めることには、取組テーマを横断し

た取組や、関係機関・団体同士の連携が行いやすくなるメリットがあります。

　第２期計画の考え方を継承し、生活習慣に大きく影響する就学・就業の有無等を考慮した、３つのラ

イフステージを設定します。

○育ち・学びの世代（乳幼児期～青年期）

○働き・子育て世代（成人・壮年期）

○実りの世代（高齢期）

　加えて、取り巻く環境、その年代を対象に行われる健診・検診を踏まえて、取組の対象とする年齢の

目安を示します。

　また、各ライフステージ別の取組には、特化した取組も必要な対象像として、妊婦、病気や障害があ

る人の状況やニーズを踏まえた取組を包摂します。

　ライフステージをイメージしやすいように、健康づくりや健康寿命の延伸をＰＲする横浜市の広報キャ

ラクター「よこはま健康ファミリィ」のアイコンを用いて表現していきます。
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2　取組に関する考え方

　行政等が取組を推進する際に、その効果を高めるために意識すべきことを「取組を推進する10の

視点」として掲げます。ライフコースアプローチ（胎児期から高齢期に至るまでの人の生涯を経時的

に捉えた健康づくり）の重要性を踏まえるとともに、健康に関心がある人だけに届きやすい取組に偏

らず、健康格差の拡大を防ぎ、予防効果を高め、時代に即したものとするためのものです（第１章「８　

取組を推進する10の視点」参照）。

　これらのアイコンを用いて、取組を推進する10の視点を表現していきます。

（２）ライフステージ別の市民の行動目標の設定
　ライフステージと取組テーマを踏まえて、市民一人ひとりが、世代に応じた健康づくりに取り組めるよう

に、親しみやすく、わかりやすい表現で20項目の「市民の行動目標」を設定し、その行動を取りやすくす

るための取組を行います。




